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	1. 現況：景気見通しは「悪くなる」「やや悪くなる」が増加、感染不安は減少続く（図2～18）
	2. キャリア形成と人材育成：「メンバーシップ型」が微増、自己啓発への意欲減続く（図19～36）
	3. 働き方の変化：テレワーク実施率は増加に転じる、大企業の実施率低下（図37～46）

